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健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に

心
が
け
る
こ
と

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

挙
げ
て
の
取
り
組
み
の
成
果
が
、
少

し
ず

つ
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

フ
レ
イ
ル
と
は

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
フ
レ

イ
ル
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、

フ
レ

イ
ル
と
は

「加
齢
に
よ
り
心
身
が
老

い
て
活
力
が
低
下
し
た
病
態
」

で
、

２
０
１
４
年
に
日
本
老
年
医
学
会
が

提
唱
し
て
以
来
、
介
護
予
防
の
キ
ー

ワ
ー
ド
的
な
意
味
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
の
語
源
は
、
虚
弱
を
意

味
す
る

「「８
一
ぞ
」
に
あ
り
、
健
康

な
状
態
と
日
常
生
活
で
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
介
護
状
態

の
中
間
を
指
し
、

多
く
の
高
齢
者
が
フ
レ
イ
ル
を
経
て

要
介
護
状
態
に
進
む
の
で
す
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
に
は
、
筋
力
の

低
下
で
起
き
る
「身
体
的

フ
レ
イ
ル
」

の
み
な
ら
ず
、
認
知
機
能

の
低
下
や

う

つ
状
態
か
ら
起
き
る

「精
神

・
心

は
じ
め
に

本
邦
は
世
界
に
誇
る
長
寿
大
国
の

道
を
歩

ん

で
い
ま
す
が
、
厚
生

労

働
省
が
、
近
年
、
平
均
寿
命
で
な
く

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
に
注
力
し

て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
令
和
元
年
に
お
け
る
わ
が

国
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

‐１４
歳
、
女

性
躙
歳
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
康
寿
命

と
は
、
男
性
で
約
９
年
、
女
性
で
約

１２
年

の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と

は
、
日
本
人
が
生
涯
を
終
え
る
最
期

の
時
に
、
不
本
意
な
が
ら
約
Ю
年
を

費
や
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
す
。

ネ

ッ
ト
上
に
は
、
健
康
で
長
生
き

す

る
た
め

の
秘
訣

み
た

い
な
情
報

が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何

か
、
今

一
度
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
推
移

平
均
寿
命
は

「
０
歳
に
お
け
る
平

均
余
命
」
で
、
健
康
寿
命
は

「健
康

上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
で

す
。

２
０
０

１
年

か
ら

２
０
１
９

年
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
比
較

す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
ま
す

が
、
若
干
、
健
康
寿
命
の
伸
び

の
方

が
大
き
く
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

と
の
差
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
国
を
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理
的

フ
レ
イ
ル
」
、
歯
や

日
の
衰
え

か
ら
起
き

る

「
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ

ル
」
、
独
居
や
閉
じ
こ
も
り
を
背
景

に
起
き
る

「社
会
的
フ
レ
イ
ル
」
な

ど
が
含
ま
れ
、
７０
代
後
半
に
増
え
る

こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
延
伸
に
は
、
フ
レ
イ
ル

対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
フ
レ
イ

ル
に
陥
り
や
す

い
糖
尿
病
、
骨
粗
霧

症
、
運
動
器
不
安
定
症
、
認
知
症
な

ど
の
基
礎
疾
患
に
対
す
る
適
切
な
治

療
が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
に
は

フ
レ
イ
ル
対
策
か
ら
健
康
寿
命
を

仲
ば
す
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
事
が
出
来

ま
す
が
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め

の
特
効
薬
や
魔
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
日
々
の
生
活
の
積
み
重
ね
が
、

重
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
間
違

い
な

い
で
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
対
策
の
な
か
で
も
言
わ

れ

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
「適
度
な

運
動
を
習
慣
に
す
る
」
「
バ
ラ

ン
ス

の
よ
い
食
事
を
と
る
」
「外
出
や
人

と
接
す
る
機
会
を
増
や
す
」
な
ど
を

守
り

つ
つ
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

は
、
そ
の
ケ
ア
を
心
が
け
て
く
だ
さ

０

そ
し
て
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
に
、

是
非
、
日
光
浴
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
太
陽
光
の
な
か

の
紫
外
線
、
可
視
光
線
、
赤
外
線
は
、

人
体
に
と

っ
て
様
々
な
有
益
な
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
骨
粗
豚
症
を

含
む
骨
関
節
疾
患
や
認
知
症
と
い
っ

た
健
康
寿
命
に
直
接
的
に
関
わ

っ
て

く
る
疾
患
に
役
立

つ
こ
と
を
記
憶
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
そ
の
太
陽
光
を
再
現
し
た

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
が
、
健
康
寿
命

延
伸
の
役
割
の

一
端
を
担
う
存
在
で

あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
方
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
活
用
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

賀
令
和
七
年

元
旦

東

京

光

線

メ

デ

ィ

カ

ル

サ

ン
ア

モ
ー

レ

（
二
十

八

日
か

ら

五

日
迄

体

業

と

さ

せ

て
頂

き

ま
す

）

―
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0
こ
ん
に
ち
は
、
サ

ン
ア
モ
ー
レ
で

一
持

つ
自
然
治
癒
力
や
保
護
作
用
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
香
り
成
分
が
私
た
ち
の
身
体
や
心

に
良

い
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
香
り
と
し
て
鼻
か

ら
吸
い
込
ま
れ
た
精
油
成
分
は
、
脳

に
伝
わ
り
、
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン

分
泌
を
調
整
す
る
役
割
を
担
う

「大

脳
辺
縁
系
」
に
働
き
か
け
ま
す
。

サ

ン

ア

モ

ー

レ

オ

リ

ジ

ナ

ル

．ヨ
ｏ
一
の

ロ
ー
ズ

と
ゼ

ラ

ニ
ウ
ム

の

香

り

に

は
、

以

下

の
よ

う

な

作

用
が

あ
り
ま
す
。

ロ
ー
ズ

・
殺
菌
作
用
や
空
気

清
浄
作
用

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
調
整

す
。当

店

に
お
越
し
く
だ
さ

っ
た
お
客

様
か
ら
は
、
第

一
声
に

「落
ち
着
く

良

い
香
り
で
す
ね
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
、
と
で
も
嬉

し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

サ

ン
ア
モ
ー
レ
で
は
、
お
客
様
に

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
最

高

の
時
間
を
お
届
け
す
る
た
め
、

ロ

ー
ズ
と
ゼ

ラ

ニ
ウ
ム
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
ブ
レ
ン
ド
し
た
精
油

Ｅ́
ｏ
ヽ
を
デ

ィ

フ

ュ
ー
ザ

ー

で
焚

い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
「
お
も

で
な
し
の
香
り
」
は
、

私
た
ち
が
特

に
大
切
に
し
て
い
る
も

の
で
す
。

精
油

（ア

ロ
マ
オ
イ
ル
）
は
、
植

物

の
花
や
葉
、
果
実
、
樹
木

の
樹
脂

な
ど
か
ら
抽
出
さ
れ
た
天
然
の
エ
ッ

セ
ン
ス
で
す
。
精
油
に
は
、
植
物
が

一

心
と
体
に
や
さ
し
い

香
り
で
お
も
て
な
し

ゼ

ラ

ニ
ウ

ム

・
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌

の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る

。
精
神
的

ス
ト
レ

ス
に
よ
る
不
調

や
、
女
性
特
有
の
症
状
を
和
ら
げ

る是
非

一
度
、
香
り
に
包
ま
れ
た
空

間
で
の
光
線
療
法
を
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ

い
。

ま
た
、
サ
ン
ア
モ
ー
レ
で
は
、
イ

ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や

＞
ヨ
ｏ
ｇ

プ

ロ
グ

で
も
店
舗
情
報
や
雰
囲
気
を
ご
紹
介

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ツ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

サ
ン
ア
モ
ー
レ
　

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

相
原
　
め
ぐ
み

ホームページの改修について

現在、弊社では来春 の公開に向けて、

ホー ムペー ジの改修作業 に着手 してお

ります。

リニ ュー アル した ホー ム ペ ー ジ で

は、サナモ ア製 品紹介 のほかに、弊社

の これか らの取 り組みを含む情報発 信

を考 えてい ます。 なかで も、 これ まで

全 国の方 か ら、サナモ アを体験 で きる

場 を 尋 ね られ る こ とが あ りま した の

で、 これ を機 に、サ ナモ ア特約店、治

療院様 の一覧ペー ジ作成 も予定 してお

ります。

なお、弊社が、サナモ ア光線療法を

取 り入れ た治療 院様全 でを把握 で きて

い ない ため、 この記 事 を ご覧 に な り、

ホー ムベー ジヘ の記 載を ご希望 され る

治療院様 におかれ ま しては、弊社 まで

ご連絡 のほ どお願い致 します。

メールでのご注文受付について

これ まで弊社 は、サ ナモア商 品の ご注文 を

電話 にて受け付 けてお りましたが、 この度、メ

ールでのご注文 も開始することとな りました。

メール での ご注文 は 24時間可能 です ので、
お客様 の ご都合 の よい タイ ミングで ご注文 い

ただける とい った利点 もござい ます。

以 下 の ア ドレス に ご注文 い た だき ます と、

ご注文 メール受信後 、 3営業 日以 内にお見積
も り内容 を弊 社 よ り連 絡 させ てい た だ き ま

す。 なお、商品の発送 は、 ご入金 の確認 が取

れ次第 とな ります。

[メール ア ドレス ]
tkm@sana m ore.coJp

Iメ ール に ご記載い ただ く内容 ]

・ ご注文者様 の情報 :お名前、 ご住所 、お電
話番号
・ ご注文 内容 :商品名お よび数量
・ お支払 い方法 :お振込み または代金 引換
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一

．　

′

．

，

匡
固
匪
目

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

ご
愛
用
者
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年

の
干
支
は
巳
で
す
。
古
来
、

蛇
は
医
療
の
象
徴
と
さ
れ
、
ギ
リ
シ

ャ
神
話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
が
持

っ
て
い
た
蛇
の
巻
き
付

い
た
杖
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

弊
社
は
医
療
に
携
わ
る
企
業
と
し

‐
顔略~J臨

り｀
フ 凛自麟.

0ミ`):、

ッθlθ5 宇都宮正範

て
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

の
健
康
維

持

の
お
力

に
な
れ
る
よ
う
精
進
す
る

所
存
で
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

今
年
度
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座

は
、
六

月

に
東
京

で
開

講
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
光
線
治

療
院
の
開
業
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る

方

は
、
０
東
京
光
線

メ
デ

ィ
ヵ
ル

（０３
‐
５
７
５
９
‐
６
３
３
３
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
サ
ナ
モ
ア
講
演
会
報
告

一
仙
台
講
演
会

一　
仙
台
講
演
会
を
、
四
年
ぶ
り
に
、

一
仙
都
会
館
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。講 演 会風 景

開 講 日 程

{1)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

(2)光線治療器のメンテナンス法

(3)全身多灯照射療法の実践

(4)医学総論

(5)関係法規・開院のための準備

園瓢曜回調
(1)サナモアの名称使用

(2)治療院開業の際に指導

(3)「健康と光線」への治験例投稿

申し込みの締め切り :6月 1日 (土 )

令
和
七
年
サ
ナ
モ
ア

講
演
会
の
お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
や
治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
講
演
会

で

す
。　
一
般
の
ご
愛
用
者
様
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料

で
す
。

※
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
弊

社
ま
で
ご
連
絡
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
請
演
会

回
時

三
二
月
二
十
八
日

（金
）

午
後

二
時

会
場

¨
目
黒
区
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

会
議
室

５
０
１

住
所

一
目
黒
区
日
黒
２
‐
４
‐
３６

電
話

一
〇
３
‐
３
７
１
１
‐
１
１
２
１

交
通

一
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
か
ら
徒
歩

１０
分

神
戸
請
演
会

日
時

一
五
月
十
六
日

（金
）

午
後
二
時

会
場

一
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

会
議
室
８
０
２
，
８
０
３

住
所

¨
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町

１

１
０
）
１
４
‘

電
話

一
〇
７
８
‐
３
６
０
‐
３
２
０
０

交
通

¨
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
５
分

名

古

屋

請

演

会

日
時

¨
六
月
二
十
七
日

（金
）

午
後

二
時

会
場

一
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
会
議
室

１

１

０

５

住
所

一
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

吉
塚
本
町
４
‐
４
‐
３８

電
話

一
〇
５
２
‐
５
７
１
‐
６
１
３
１

交
通

一
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
桜
通
国
か
ら

徒
歩
５
分

盛
岡
請
演
会

日
時

一
九
月
五
日

（金
）

午
後

二
時

会
場

¨
岩
手
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ー
ナ

会
議
室

７
０
１

住
所

一
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
１
‐
７
‐
１

電
話

¨
０
１
９
‐
６
０
６
‐
１
７
１
７

交
通

¨
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
か
ら
徒
歩

４
分

博
多
講
演
会

日
時

¨
十
月
三
日

（金
）

午
後
二
時

会
場

¨
未
定

●

擬年総

嘔孵げ
″
ヽ

ヽど`

、r.

6月 6日 (金 )、 7日 (土 )

会場 未定 (都内)

講 座 の 内 容

い
さ

一
・

゛

ヽ



令和 7年 1月 1日 (4)No.380 健康と光線

一胎
一一験
一例
一報
一告
一

．子
宮
筋
腫
に
と
も
な
う

諸
症
状
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏

報
告

れ
た
不
快
感
も
い
つ
の
間
に
か
感
じ

な
く
な

っ
て
い
た
。

約

一
年
後
に
病
院
で
診
察
を
受
け

た
際
に
は
、
子
宮
筋
腫
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
た
め
手
術
の
必
要
は
な
い
と

説
明
さ
れ
た
。
現
在
は
、
月
経
も
順

調
で
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　ヽ
ヽ
■
　
・

症
例
　
４０
歳
　
女
性

症
状
　
３８
歳
頃
よ
り
、
月
経
が
不
順

で
、
時
々
不
正
出
血
も
見
ら
れ
て
い

た
た
め
、
近
医
婦
人
科
を
受
診
し
た

と
こ
ろ
子
宮
筋
腫
と
診
断
。
筋
腫
の

大
き
さ
は
手
拳
大
も
あ
り
、
医
師
か

ら
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
自
覚
症

状
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
た
め
放
置

し
て
い
た
。

そ
の
後
、
親
戚
の
方
か
ら
サ
ナ
モ

ア
を
勧
め
ら
れ
た
た
め
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
両
足
裏
３０
分
、
両
膝

１０
分
、

腰
部
１０
分
照
射
し
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

に
て
、
左
右
か
ら
下
腹
部
を
各

１０
分
、

会
陰
部
３０
分
の
照
射
を

一
日

一
回
行

う
よ
う
指
示
し
た
。

治
療
を
開
始
し
て
か
ら
約
４０
日
が

経
過
し
た
頃
よ
り
、
不
正
出
血
の
頻

度
が
少
な
く
な
り
、
一肩
や
背
中
の
凝

り
も
軽
減
し
た
。
四
か
月
後
に
受
診

し
た
時
に
は
、
不
正
出
血
は
な
く
、

月
経
は
順
調
で
、
下
腹
部
に
認
め
ら

一船
一験
一例
「
一「国
一一

前
胸
部
打
撲
に
よ
る
痛
み
を

サ
ナ
モ
ア
で
改
善

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎

　
い
く
子

（旧
姓
前
田
）氏

報
告

症
例
　
８４
歳
　
女
性

症
状
　
私

の
親
戚

の
治
療
例

で
す
。

雨

に
濡
れ
た
階
段
か
ら
滑
り
落
ち
、

前
胸
部
を
強
打
し
、
起
き
上
が
る
こ

と
も
で
き
ず
、
約

二
か
月
病
院
に
入

院
。
退
院
時
に
ま
だ
痛
み
が
と
れ
な

か

っ
た
た
め
、
自
宅

で
光
線
治
療
を

行
う
と
使
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
の
組
み

合
わ
せ
を
尋
ね
ら
れ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
患
部
で
あ
る
前
胸
部
を
中

心
と
し
て
、
時
間
の
許
す
か
ぎ
り
、

長
時
間
照
射
す
る
よ
う
指
示
。

一
週
間
後
に
電
話
で
報
告
を
受
け

た
際
に
は
、
痛
み
が
か
な
り
軽
減
し

た
た
め
、

コ
ル
セ
ッ
ト
を
外
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
三
か
月
後
、
娘
と
孫
と

一

緒
に
来
所
し
た
時
に
は
、
身
体
の
あ

ち
こ
ち
が
痛
く
な

っ
て
き
た
と
話
さ

れ
た
の
で
、
最
も
痛
み
が
強
か

っ
た

患
部

の
痛
み
が
軽
く
な
る
と
、
他
部

位
に
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
は
よ
く
あ

る
か
ら
心
配
し
な
い
よ
う
に
、
他
部

位
も
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
同
様
に
照
射

す
る
よ
う
指
示
し
た
。

本
人
は
、
股
関
節
に
痛
み
が
あ
る

た
め
歩
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

と
話
し
て
い
た
が
、
翌
日
、　
一
人
で

来
た
時
に
は
、
し
ゃ
ん
し
や
ん
し
て

い
る
の
で
、
私
が
驚

い
て
い
る
と
、

「
昨
日
帰
宅
後
、

４
～

５
時
間
、
腰

や
股
関
節
を
照
射
し
、
今
朝
も
３
時

間
照
射
し
た
と

の
こ
と
。
」
痛
み
は

ほ
ぼ
軽
快
し
、
嘘

の
よ
う
に
楽
に
な

っ
た
と
言
う
の
で
す
。

「光
線
治
療
は
本
当
に
よ
い
か
ら
、

自
分

の
こ
の
体
験
を
是
非
他
の
人
に

も
伝
え
て
欲
し

い
。
」
と
言

い
残
し

て
自
転
車
で
帰
宅
し
た
。

私
も
こ
の
二
日
間
、
驚
く
ば
か
り

で
し
た
が
本
当
に
よ
か

っ
た
で
す
。

燃
え
残
し
な
く
使
い
き
れ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
に
は
、
従
来
か
ら
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
カ
ー
ボ

ン
と
接

続
可
能
な
ジ

ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ

ン
が
あ
り
ま
す
。
後
者

の
カ
ー
ボ

ン
は
、

燃
え
残
し
部
分
の
カ
ー
ボ

ン
を
新
し
い
カ
ー
ボ

ン
と
接
合
す
る
こ
と
で
、

あ
ま
す
こ
と
な
く
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

ご
愛
用
者
さ
ま
か
ら
の
声
に
お
応
え
す
る
た
め
、
研
究
を
重
ね
た
末
に

完
成
し
た
ジ

ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン
は
、
石
油
が
原
材
料
の
カ
ー
ボ

ン
を
完

ず7
, ミ嘔Ｆ
」ヾ
、

lll:ド::目
]目:暉11:

等
｀
、゛
ず

ぶ

全

に
使

い
切
る
た
め
、

エ
コ
に
も

一
役

買

っ
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

安
全

に
光
線
治
療

器
は

つ
ら

つ
さ
ん

（Ｈ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
）を

ご
使
用
頂
く
た
め
に

使
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
は
、
ジ

ョ
イ

ン
ト

カ
ー
ボ

ン
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、

く

れ

ぐ
れ
も
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
す
。



健康と光線(5)令和 7年 1月 1日

困
一験
顧
一報
一薔
一

サ
ナ
モ
ア
で
１５
歳
の
老
犬
を
穏
や
か
に

看
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

福
岡
市

匿
名
希
望

ち
に
は
、
涙
が

で
る
く
ら

い
う
れ
し

い
こ
と
で
し
た
１

サ
ナ

モ
ア
を
照
射

し
た

こ
と

で
、

血
行
が
良
く
な
り
、
内
臓

の
働
き
が

促
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

照
射
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
褥
清
か

ら

の
出
血
も
お
さ
ま
り
、
縫
合
し
た

部
位
か
ら
は
新
し
い
体
毛
が
生
え
て

き
ま
し
た
。
目
や
に
に
対
す
る
効
果

も
表
れ
て
、
膿

の
よ
う
な
目
や
に
は
、

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま

で
、
私
た
ち
家
族

の
健
康

を
支
え
て
き
て
く
れ
た
サ
ナ
モ
ア
光

線

で
す
が
、
衰
弱
し
た
老
犬

の
柴
犬

に
も
、

こ
れ
ほ
ど

の
効
果
が
あ

っ
た

こ
と
に
驚
き
、
そ
し
て
、

こ
の
サ
ナ

モ
ア
の
恩
恵

に
、
今

さ
ら
な
が
ら
、

た
だ
た
だ
感
謝

で
す
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
老
衰

の
た

め
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
期

の

日
々
は
、
毎
日
サ
ナ

モ
ア
を
あ
て
て

穏
や
か
に
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

死
ぬ
日
ま
で
自
然
な
排
便
が
あ
り
ま

し
た
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
、
私

の
家

に
は

サ
ナ
モ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か

ら
、
サ
ナ
モ
ア
歴
は
も
う

６０
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
今
は
も
ち
ろ
ん
、

こ

れ
ま
で
い

っ
た

い
何
度
サ
ナ
モ
ア
に

助
け
て
も
ら

つ
て
き
た

こ
と
で
し
よ

一  あ や
′ら そ り に

私
が
飼

っ
て
お
り
ま
し
た
雄

の
柴

犬
、

１５
歳
の
老
犬

の
こ
と
で
、
ご
報

告
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

二
月
頃
よ
り
、
徐
々
に
歩
く

こ
と

が

で
き
な
く
な
り
、
寝
た
き
り
の
介

護
犬
生
活
に
。
し
ば
ら
く
は
食
欲
も

あ
り
、
私
た
ち
飼

い
主
に
も
元
気
に

反
応
し
て
い
た
の
で
す
が
、
徐
々
に

衰
え
が
進
み
、
体
重
も
減
少
、
自
力

で
の
排
便
も
困
難

に
な
り
ま
し
た
。

排
便
し
よ
う
と
懸
命

に
い
き
む
の
で

す
が
、
全
く
便
を
出
す

こ
と
が
で
き

ず
、
便
意
が
あ
る
度

に
泣
く
よ
う
な

声
を
出
し
て
苦
し
み
ま
し
た
。
便
秘

が
続
き
、
獣
医
さ
ん
に
肛
門
か
ら
折

で
使
を
掻
き
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
ほ
ど
に
な

っ
て
い
き
ま

し
た
。

ま
た
、
寝
た
き
り
に
な

っ
て
か
ら

は
、
寝
床
も
工
夫
し
て
い
た
の
で
す

が
、
数
か
所
に
褥
盾
が

で
き
、
獣
医

さ
ん
に
縫
合
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
ご

と
に
目

も
ひ
ど
く
、
日
薬
で
は
効
果
が

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
で
、
少
し
で
も
楽
に
し
た
い

一で
、

日
頃
か
ら
私
た
ち
家
族

が
使

っ
て
い
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
を
照

射
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち

人
間
と
は
異
な
り
、
大
に
は
被
毛
が

あ
る
の
で
、
人
よ
り
長

い
時
間
の
照

射
を

一
日
に
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し

た
。
カ
ー
ボ

ン
は
、
Ａ
と
Ｂ
、
Ａ
と
Ｄ
、

Ｂ
と
Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
を
使
用
し
ま

し
た
。
背
中
側
か
ら
胴
体
部
分
を
、

前
中
後

の
三
か
所

に
分
け

て
照
射
、

さ
ら

に
肛
門

に
も
照
射

し
ま
し
た
。

目
に
は
眠

っ
て
い
る
時
を
見
計
ら

っ

て
照
射
し
ま
し
た
。
照
射
中
は
暖
か

く
な
り
気
持
ち
が

い
い
の
か
、
お
と

な
し
く
じ

っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ

の
翌
日
、
サ
ナ
モ
ア

の
効
果
が
あ
り
、
自
分
か
ら
排
便

で

き
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
す
―
し
か

も
、
苦
し
む
こ
と
な
く
、
自
然

に
出

す

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
も
う
私
た

う
。
私
も
家
族
も
、
サ
ナ
モ
ア
に
守

ら
れ
て
健
康
な
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
こ

う
し
て
私
の
飼

っ
て
い
た
柴
犬
ま
で

も
お
世
話
に
な
り
、
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
サ
ナ
モ
ア
の
な
い
生
活

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
サ
ナ
モ
ア
に

は
手
を
合
わ
せ
て
感
謝
す
る
ば
か
り

で
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
体
験
談
を
書
く

の
は
初
め
て
で
す
の
で
、
う
ま
く
お

伝
え
で
き
た
か
ど
う
か
自
信
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
役
に
立

つ
の
で
し
た

ら
と
思
い
、

こ
こ
に
し
た
た
め
ま
し

た
。
お
読
み
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
サ
ナ
モ
ア
が
た
く

さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
き
ま
す
よ

う
に
。
そ
し
て
、
東
京
光
線
メ
デ
ィ

カ
ル
が
ま
す
ま
す
発
展
し
続
け
て
い

き
ま
す
よ
う
に
。

遠
く
か
ら

で
す
が
、
心
か
ら
願

っ

て
お
り
ま
す
。

治 療 風 景

No.380

サ
ナ
モ
ア
の
日

（３
月
７
日
）

弊
社
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

を
広
く
啓
蒙
、
普
及
す
る
た
め
、
創

業
９０
周
年
を
記
念
し
て
、
３
月
７
日

を
サ
ナ
モ
ア
の
日
と
致
し
ま
し
た
。

本
年
の
３
月

５
日
か
ら

７
日
に

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
ま
た
は
光
線
治

療
器
を
お
買
い
上
げ
、
ま
た
は
ご

注
文
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
、

１０
名
の
方
に
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
ま
た
は
サ
ナ
モ
ア
関
連
商
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
特
約
店
様
を
通
し
て
ご
注

文
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。



令和 7年 1月 1日 (6)

光線治療器を安全に

ご使用いただくために

平素 よ り、サ ナ モ アを ご愛顧 い た だ

き誠 にあ りが とうございます。

長年 にわ た り光 線 治療器 を ご使 用 い

た だい てい る ご愛 用者 様 におかれ ま し

て は、光線 治療 器 を安 全 に ご使 用 い た

だ くため、以 下の よ うな症〕1犬が見 られ

ま した ら、弊社 まで ご連 絡 の ほ どお願

い 申 し上 げ ます。

員ヨ言舌 :03-5759-6333

4ヽail i tkm(2sanarnore.coJp

①電気 コー ドで熱 くなっている箇所が

ある (HS,SN)

②操作上、 これまでなかった不具合を

言忍める (HS,SN)

0カーボ ンが電極上 に しっか りと固定
できない (HS)

④左右両方 のカーボ ン先端が、中央で

発火せず片寄っている 但 S)

0ネ ルダーのカーボ ン固定ネジが しっ
か りと固定できない 6N)

HS:は つ らつ さん シ リーズ
SN:サ ナモアシ リーズ

職員一同感謝申し上げます
長 年 の ご愛 用 者 様 (横浜 市 在 住  匿名 希 望 )
よ り、以 下 の よ うなお葉書 を い た だ き ま したの

で、掲 載 させ てい た だ き ま した。 職 員 の励 み に

な ります し、感謝 の気持 ちでい っぱいです。

東京光線メディカルの

スタッフの皆様:

長い間、治療器にお世話になった者ですが、

お礼をヤし上げたくてお便りさせて頂きました。

治療器におせ鴫議になった10代の頃、そして

自宅にと購入して半世紀が過ぎました。つわり、

凍僚 気持ちの恙い時、等、生,`の中で、い

つも、いつも助けてヽ たヽだき、本当に感謝致し

ております。

都合により、

`1越

先には持っていくことがか

なわず、元の家に残すことになってしまヽ いミ残

りの日々 ですが、 これも仕方ありません。
これからえ、 もし治療器に出会えたらと思っ
ております。

私のこれまでの日々の生,`にえ気を与えてく

ださったことに深く感謝致しております。

ありがとうございました。

光
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